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２００６（平成１８）年４月

　　　障害者自立支援法がはじまります。

サービス利用にあたっての

負担の仕組みが変わります
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あなたの利用者負担はこうなります

（福祉サービス）

　

【ポイント１】

利用する福祉サービスに関しては、

利用したサービスの料金の原則1割の負担がかかります。


【ポイント２】

入所施設、グループホームや通所施設、デイサービス、ショートステイといった

サービスを利用するときの食費や光熱水費、居住費が全額自己負担になります。

　　　　これが今回の障害者自立支援法での利用者負担の原則です。もちろん、使わなければ払う必要はありません。　　1月20日ごろに市役所から送られてきた書類（「障害福祉サービス等利用者負担額減額・免除等申請書」）はこの負担の減免措置の申請書類です。これから説明する減免の対象になる方は提出をしてください。

市役所から送られてきた書類の見方を以下の順に説明します。
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【手順1】福祉サービスを利用していますか？または、これから利用しようとしている方ですか？
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　まず、はじめに現在、福祉サービスを利用しているか？または、これから利用しようとしている方がこの手続きの対象になります。利用されている（または利用しようとしている）サービスを確認してください。
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【手順2】世帯についておききします　　　　　　　　　　　　　
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「障害のある方と一緒に住んでいますか？同一世帯ですか？」


　　　　　　　　　　　　　　　はい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いいえ

　　　　　はい　　　　　　　　　　いいえ　　　　　　　　　　はい　　　　　　　　いいえ





いいえ


はい


はい

　　いいえ

　

はい

　　　いいえ





【手順3】　福祉サービスの利用にかかわる減免の申請書の提出について
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【手順４】低所得の方の減免について　　
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ここからが、低所得者の方への減免の説明になります。低所得者の方の減免の手続きについては、まず障害者ご本人が利用しているサービスに関係してきます。







　加えて
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以上が障害者自立支援法の減免の申請の説明です。
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　少しはおわかりいただけたでしょうか？ 

作成：寝屋川市民たすけあいの会地域生活支援センター



世帯が「同一世帯」か「別世帯」かを確認できましたか？「世帯」それによって、障害のある方の「世帯」が誰と誰か確認してください








１：福祉サービスの見方を説明します




















施設に入所されている場合





４：低所得の方への減免手続きの説明です


福祉サービスと食費、高熱水費の減免があります。





３：世帯の所得によって、区分を決めます





２：対象となる「世帯」の考え方を説明します





グループホームを利用している場合








市役所から来た減免申請書に記載して申請をしましょう。





通所サービスを


使う場合














市町村民税非課税世帯で障害者の収入が年収80万円（障害基礎年金2級相当額）以下の方





同一世帯です。





サービスを利用していくたびに、そのサービスの利用費の１割がかかっていきます。その自己負担は月額最高２４、６００円までです。





生活保護





世帯３人世帯であれば、障害基礎年金１級を含めて概ね300万以下の年収の方





区分は「低所得２」になります





区分は「低所得１」になります





サービスを利用していくたびに、そのサービスの利用費の１割がかかっていきます。その自己負担は月額最高１５、０００円までです。





自己負担はありません





サービスを利用していくたびに、そのサービスの利用費の１割がかかっていきます。その自己負担は月額最高３７，２００円までです。





市役所から来た減免申請書に記載して申請をしましょう。





小規模共同作業所


手話通訳者の派遣
































　　　　　　　　　　　　　　など





入所施設


通所施設・・・授産施設、更生施設、デイサービス


グループホーム


ホームヘルプ�ガイドヘルプ


ショートステイ


　　　　　　　　　　　　　　など





それでもきついですけどね





【手順４】へ進んで下さい。さらに、減免措置が受けられる場合があります





減免書類を出す必要はありません





区分は「一般」になります。





市民税の非課税世帯








市民税の課税世帯





【手順２】でみた「あなたの世帯」の所得はいくらでしょうか。


「あなたの世帯」は課税世帯でしょうか？非課税世帯でしょうか？





【手順３】に進んでください





別世帯になります。障害のある方ご本人（と配偶者）の世帯です。








別世帯になります。障害のある方ご本人（と配偶者）の世帯です。





同一世帯です。





ご本人は、入所施設やグループホームを利用されていますか？





施設やグループホームに相談してください。４月からは減免を受けるために、世帯分離をすることが進められています。





同一世帯です。








同一世帯です。





健康保険書をみてみると、障害者ご本人が扶養者になっている








世帯主などが障害者ご本人がおられるため住民税の障害者控除をうけている








同一世帯です。





世帯範囲の特例の申請をしてください。申請をすると別世帯になります。障害のある方ご本人（と配偶者）の世帯です。








ホームヘルプサービスを使う場合





住民票上、障害のある方と一緒の世帯ですか？





障害のある方と一緒に住んでいますか？あなたは障害のあるご本人ですか？





住民票上、障害のある方と一緒の世帯ですか？





【手順２】へ進んでください





収入に応じて個別に減免します（資産が３５０万円以下の方）


・収入が6.6万円までなら負担は０円です。


・収入が6.6万円を越えても、越えた収入の半分を上限額とします。


・さらに、6.6万円を越えた収入が年金や工賃等の収入であれば、越えた分の15%を上限額とします（グループホーム入居の方）。





「社会福祉法人減免」を手続きした社会福祉法人の提供するサービスを受ける場合については、低所得の方の上限額を半額にします（資産が350万円以下の方等）


低所得１：


１５，０００円　→　７，５００円


低所得２：


２４，６００円　→　１２，３００円


（通所サービスを利用する場合　


２４，６００円　→　７，５００円）





さらに、利用者負担を行うことにより生活保護世帯に該当する場合は、生活保護に該当しなくなるまで負担額を引き下げられます。　→市役所に相談してください





保護者の方の収入に応じて・・・・


　地域で子どもを養育する世帯において通常かかる程度の負担となるよう、実費負担額の上限額を設定します。





あなたの世帯の所得は低い場合は・・・


　食事負担額を3分の１に減額します（月22日利用の場合５，１００円程度の負担）。





今までもグループホームでの食事等は自己負担でしたが、通所サービスを利用された場合は、食事負担額を3分の１に減額します（月22日利用の場合５，１００円程度の負担）の減額措置が適用されます。





収入が低い場合は…


　サービスの利用者負担と食事等実施負担にしても、少なくとも2.5万円が手元に残るよう、実施負担額の上限額を設定します。





施設に入所している


場合（20歳未満）





通所サービスを


使う場合





グループホームを利用している場合





施設に入所されている場合





市役所から来た減免申請書に記載して申請をしましょう。





食費・光熱費の低所得減免について� EMBED PBrush  ���





福祉サービスです





今回の４月には今までどおりです。関係ありません。１０月以降に変わる予定です。








